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〈建築・設備編〉



令和 6年度版の刊行にあたって

　本書は，公共建築工事の積算に必要な施工歩掛などをとりまとめたもので，初版を昭和55年11月
に発刊しています。これまで，官公庁・コンサルタントをはじめとする工事発注機関および設計施
工監理者の総合歩掛本として設計・積算・監理業務に携わる方々に広く活用されてきました。
　わが国の公共事業および建設産業を取り巻く環境は著しく変化しています。平成29年に「働き方
改革実行計画」を踏まえた「建設工事における適正な工期設定等のためのガイドライン」の策定に
より，週休 2日の確保のための適正な工期設定等の取組みが推進される中，一方では平成31年 4 月
に低入札価格調査基準の運用の見直しが行われました。さらに，平成31年 3 月に「公共工事の入札
及び契約の適正化に関する法律」（入契法）と「建設業法」が，令和元年 6月には「公共工事の品
質確保の促進に関する法律」（品確法）が改正され，「新・担い手 3法」が制定されました。これに
より災害時の緊急対応の充実強化等が急務となっています。
　品確法では「発注者の責務」が明確にされており，公共工事を実施する建設業者が「適正な利
潤」を確保できるよう，より実情にあった積算方式（揚重機の活用等）を導入して，建設市場での
労務や資材等の取引価格，施工実績を的確に反映した予定価格を設定することとなっています。ま
た，入契法においても「ダンピング防止」を主眼に置き，見積り能力のない業者が最低制限価格で
入札するような事態を排除するため，入札参加者に入札金額の内訳を求め，発注者が確認を行うこ
とが定められています。
　これらを受け，営繕工事では「営繕積算方式」など，公共建築工事の積算についての考えをホー
ムページで公開，各府省庁において，「統一基準」の使用が徹底して図られており，地方自治体に
対しても「全国主幹課長会議」や「公共建築相談窓口等」を通じて普及に努めています。さらに，
契約の適正な履行についても，平成30年度より「入札時積算数量活用方式」が本実施されていま
す。その一方で，建築・設備材料の進歩および施工技術の変革に伴う「積算技術」の重要性が問わ
れており，施工実態を的確に反映した基準類の活用が広く求められています。
　そこで本書においては，公共建築工事標準仕様書，公共建築改修工事標準仕様書，建築工事標準
詳細図，公共建築設備工事標準図などを踏まえた公共建築工事積算基準，公共建築工事共通費積算
基準，公共建築工事標準単価積算基準，公共建築工事積算基準等資料，公共建築数量積算基準，公
共建築設備数量積算基準等の最新の内容を充実させ，「令和 6年度版」として刊行する運びとなり
ました。当積算研究会で検討した歩掛や，公共建築工事積算研究会参考歩掛りについても掲載して
います。
　本書が，企画・設計・積算・施工管理・検査等の実務に携わる多くの皆さまに有効に活用され，
工事費の適正な積算に資することを願っています。

　　令和 6年 7月吉日
経済調査会積算研究会



本書の利用にあたって

【本書の構成】
　本書は総論，建築工事編，電気設備工事編，機械設備工事編から構成されています。
総　　　　　論　工事費の積算，工事費の構成，工事費，積算内訳書等
建 築 工 事 編　公共建築工事内訳書標準書式に則った構成
電気設備工事編　共通工事，電力設備工事，通信・情報設備工事，改修工事
機械設備工事編　  共通工事，空気調和設備工事，自動制御設備工事，給排水衛生設備工事，改修工事

【利用上の注意】
歩　 掛 　表　 各建築工事の積算において利用されている一般的，標準的な歩掛を取り上げていま

す。
　① 　表番号，タイトルに特に注記のない歩掛は「公共建築工事標準単価積算基準 令和 6年版」

の「標準歩掛り」に準拠しています。

　② 　表番号，タイトルが白抜き文字で表示された歩掛は経済調査会積算研究会で検討した歩掛，
あるいは「公共建築工事積算研究会参考歩掛り 令和 6年版」，「営繕積算システム等開発利用
協議会歩掛り令和 6年版」等を表します。

表番号
↓

タイトル
↓

表示例

 表・建・1-1　仮囲い  （ 1 m当たり） 

名　　　　称 規　　　　格 単 位
高さ（m）

摘　　　　　要
3 . 0 2 . 0

仮 囲 鉄 板 t＝1 . 2mm W＝500mm 枚 2 . 1 2 . 1
　仮設資材賃料

丸 パ イ プ  ϕ 48 . 6 m 9 . 36 6 . 24
修 理 費 一式 一式
普 通 作 業 員 人 0 . 24 0 . 19
雑 費 一式 一式 労務費×0 . 08
そ の 他 一式 一式

（注）　1．　  表中の施工手間は，設置65％，撤去35％の割合とする。
　　　2．　  雑費は，ハンマ，ラチェットレンチ，脚立，足場板，フックボルト，クランプ等の費用とす

る。
　　　3．　  仮囲鉄板にイメージアップのための塗装等が設計図書等に明示された場合は，必要な費用を

計上する。
　　　4．　  「その他」の率対象は，普通作業員，雑費とする。



　③ 　表番号，タイトルが白抜き数字で表示され，なおかつ「市場単価」の表示があるものは，現
在，市場単価方式に移行した歩掛を表します。

機 械 運 転 他　  建築工事の機械化に伴って各種の算定式が必要とされ，そのため本書においても随
所に掲載しています。

単 　価 　表　  一部参考として単価表を掲載しています。この表中の空欄には現場条件により材料
等の規格を選定し，また「月刊 積算資料」，「季刊 建築施工単価」等の刊行物を参
照し，単価を代入して利用してください。

 表・建・14-14　天井金属化粧板張り  （ 1 m2当たり）

名　　　　　称 規　　　　　格 材　料
（m 2）

板金工
（人）

普通作業員
（人） その他 摘　　要

アルミスパンドレル 厚さ0 . 8 幅100mm 1 . 1 0 . 12 0 . 07

一式
 〃 〃 120 〃 1 . 1 0 . 11 0 . 06
厚さ1 . 0 幅100mm 1 . 1 0 . 12 0 . 08
 〃 〃 120 〃 1 . 1 0 . 1 0 . 07
 〃 〃 150 〃 1 . 1 0 . 09 0 . 06

（注）　1．　  軽鉄下地は別途加算する。
　　　2．　  見切縁，継目板は別途加算とし， 1 mの取付けのための労務数量（板金工）は0 . 05，材料数

量は1 . 1とする。
　　　3．　  「その他」の率対象は，アルミスパンドレル，板金工，普通作業員とする。

表番号
↓

タイトル
↓

表示例

白抜き表示

 表・電・1-1-8　線ぴ類②  （ 1 m当たり）　■は市場単価

名　　　　称 規　　　　格
2 種
金属線ぴ 雑材料

電　工
その他 摘　　要

m 人

2 種 金 属 線 ぴ A型　40×30mm 1 0 . 09
（MM 2 ）  B〃 40×40 〃 1 0 . 11

 C〃 40×45 〃 1 一式 0 . 12 一式
 D〃 45×30 〃 1 （材料価格）×0 . 02 0 . 11
 E〃 45×40 〃 1 0 . 12
 F〃 45×45 〃 1 0 . 13

（注）　1．　  ボックス吊金物等は別途計上する。
　　　2．　  「その他」の率対象は，電工とする。

表番号
↓

タイトル
↓

表示例

白抜き表示
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1-2　配管附属品   568
❶　一 般 弁 類   568
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  569

❸　計　器　類   570
1-3　保 温 工 事   571
❶　配 管 保 温   571
　⑴　ポリスチレンフォーム   571
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1-9　ポ ン プ 類   634
❶　歩　　　掛   634
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2-1　ボイラ等および附属機器設備   637
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2-4　ダクト設備   654
❶　アングルフランジ工法ダクト   655
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